
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 事業報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



主 な 事 業 概 要 に つ い て 

（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日） 

 

 平成２９年７月、九州北部豪雨では記録的な降水となりました。次々と積乱

雲が発生し、発達しながら移動して線上降水帯が形成されました。この影響で

局地的に長時間にわたり、気象観測史上で最大級の集中豪雨となりました。 

岐阜県内でも、８月、瑞浪市において雨の影響で中央自動車道へ土砂が流入

し通行止めの災害が発生しました。各地の災害により地域の社会・経済には大

きな影響がありましたが、有事の際における建設業の迅速かつ的確な対応と、

昼夜を問わない決死の作業により、被害を最小限に抑えることが出来ました。 

当協会は、地元建設業への若年層入職促進による担い手確保のために平成１

３年度から建設産業系の学生を対象にした建設技術講習会を継続しており、今

年度も岐阜農林、恵那農業、大垣工業の３校の各高等学校にて実施しました。

協会設立記念日には技術発表会を開催し、各技術委員会より日々の研究成果を

発表することで、効率的かつ有効な手段の提案・提言を行う公益機関としての

役割を再認識する機会としました。 

５月には、ＩＣＴ土工見学会を（公財）岐阜県建設研究センターと共同開催

し、発注者を含む多数の方に参加して頂きました。より魅力的な産業への変革

を期待し、今後も研究を継続していきます。 

岐阜社会基盤研究所での活動は、９月の研究発表会にて、『ＩＣＴ活用工事（Ｉ

ＣＴ土工）導入研究業務について』と、ダム技術委員会により『砂防堰堤およ

びダム工事の現状』と題して発表を行い、１月の自由討論会では、トンネル技

術委員会より『トンネルの長寿命化』の発表をし、産官学の共同研究を通じて、

他分野のノウハウや知識収集、人脈の形成、技術力向上に繋がるよう努めまし

た。 

 

 

トンネル技術委員会 

１．活動方針 

トンネルの維持修繕や環境問題及び新工法に関して調査研究を行い、県

内業者の技術力向上を図る事と、適正工法の研究等を行う事で、トンネル

施工のより質の高い社会資本整備・公共福祉の増進に寄与する事を目的と

しました。 



２．活動内容 

県内業者の技術力向上の為に、以下のような活動を行いました。 

Ⅰ．技術発表会（当協会主催）への参加 

昨年より取り組み始めた『トンネルの長寿命化』について、トンネ

ルに不具合がおきる要因を分析するため、点検資料を活用して岐阜

県のトンネル劣化の現状等を発表しました。 

 

Ⅱ．建設技術講習会への参加 

岐阜県立岐阜農林高等学校 環境科学科 ２年生３９名を対象に

『社会基盤を支えるトンネル技術者』というテーマで講習を行いま 

した。 

 

Ⅲ．岐阜社会基盤研究所 自由討論会及び報告会への参加 

岐阜大学で開催された岐阜社会基盤研究所の自由討論会に参加し、

『トンネルの長寿命化』についての取り組みを報告しました。 

 

ダム技術委員会 

１．活動方針 

ダム工事及び砂防堰堤工事に関する新技術・新工法・環境対策等の調査研

究活動の実施、既存堰堤の維持、管理のあり方について、調査研究し会員相

互の技術力向上を図る事を目的としました。 

 

２．活動内容 

Ⅰ．現場見学会の開催 

ダム工事における新技術等の情報収集のため、内ヶ谷ダムにおいて

現場見学会を実施しました。 

 

Ⅱ．技術発表会（当協会主催）への参加 

「砂防堰堤及びダム工事の現状」というテーマで、砂防堰堤とダム

工事に関する施工事例について発表しました。 

 

 

 



Ⅲ. 研究発表会（岐阜社会基盤研究所主催）への参加 

平成２９年９月１４日に岐阜大学サテライトキャンパスにおいて開

催された研究発表会へ参加しました。 

  

Ⅳ．建設技術講習会への参加 

岐阜農林高等学校 環境科学科２年生３９名を対象に『環境にやさ

しいダム造り』というテーマで講習を行いました。 

 

下水道技術委員会 

１．活動方針 

近年、下水道施設の劣化が進み、耐震対策及び維持・修繕（更生）の課

題が多い中、新技術等を採用した施工が県内企業にて出来るよう考案・研

究し、技術力の向上を目的としました。 

 

２．活動内容 

Ⅰ．下水道の維持・修繕（更生）工事に関する施工方法の検討 

管更生工法や各施設の修繕方法の情報収集を行い、新技術を研究し、

技術力の向上を目指しました。 

 

Ⅱ．自然災害に対応した、下水道の検討 

県内企業で出来る新技術（製品）の施工習得のため、情報収集を行

い、研究し各委員の技術力向上を目指しました。 

 

Ⅲ．施工・製品の新技術の開拓 

各講習会や展示会などに各委員が積極的に参加・取り組みを行い、

有益な情報を取得し、研究テーマに活かしました。また、研究テー

マの施工中である現場見学を行い、実際の施工方法や現場の作業員

の声を聴き資料収集を行い、今後の研究に活用しました。 

 

Ⅳ．建設技術講習会への参加 

大垣工業高等学校 建設工学科 ２年生２４名を対象に、『子孫に

残そう美しい環境』というテーマでわかりやすく動画をまじえ講習

を行いました。 



Ⅴ．技術発表会（当協会主催）への参加 

『下水道管の再構築(管更生工法)』の発表を行いました。 

 

   Ⅵ．岐阜社会基盤研究所の研究 

岐阜社会基盤研究所の研究として、市町村へのアンケートを実施し 

集計し、検討しました。 

 

橋梁技術委員会 

１．活動方針 

県内建設企業の技術力向上を目指すと共に、会員相互のコミュニケーシ

ョンをはかり、情報交換を密にして、発注者に対して技術力をアピールし、

地域への貢献につながるように活動しています。また、「環境共生型簡易縦

坑掘削システム」の実用化に向けて検討する活動をしました。 

 

２．活動内容 

Ⅰ．環境共生型簡易縦坑掘削システムの実用化 

昨年度までに実施した試験施工の結果を踏まえ、より効率的で現場

に即したシステムの構築を実現するため、深礎工の施工会社による

システムの運用試験を行いました。 

 

   Ⅱ．建設技術講習会への参加 

大垣工業高等学校 建設工学科２年生土木選択学生２４名対象で、

『橋梁とは！？』というテーマで講習を行いました。 

 

Ⅲ．技術発表会（当協会主催）への参加 

『小規模橋梁の点検修繕について』と『環境共生型簡易立坑掘削シ

ステム』について発表を行いました。 

 

   Ⅳ．ＭＥを活用した小規模橋梁等の点検・修繕業務について 

各委員の技術力の向上を目指し、勉強会として岐阜大学のインフラ

ミュージアムの見学会を実施しました。 

 

 



自然共生技術委員会 

１．活動方針 

建設工事と自然との関わりについて調査研究をおこない、自然共生に関す

る知識や技術の向上を目的として活動をおこないました。 

 

２．活動内容 

Ⅰ．環境に配慮した川づくりに関する調査・研究 

災害復旧事業で多自然川づくりにおけるコンクリート護岸工事に取

り組む際のガイドラインとして国土交通省より平成２６年３月に改

定された「美しい山河を守る災害復旧基本方針」に対応した製品や

事例の調査・研究の取りまとめをおこないました。 

平成２９年６月５日には、この基本方針に対応した護岸ブロックを

採用した鳥羽川の完成工事現場において経年変化・植生状況の調査

をしました。 

 

Ⅱ．概念「グリーンインフラストラクチャー」の考え方の理解 

平成２７年に国の施策に位置付けられた自然の持つ多様な機能を積

極的に活用した社会資本整備や土地利用、管理の概念「グリーンイ

ンフラストラクチャー」の考え方を理解し、自然共生の視点から研

究に取り組みました。 

平成２９年１１月７日には、本巣郡北方町の糸貫川清流平和公園に

て昭和造園土木 三浦顧問さんより産官学の関係者で検討し、完成

した現場で施工会社側の立場として提案した内容の説明を受けまし

た。 

 

Ⅲ．技術発表会（当協会主催）への参加 

３年に亘り活動した『環境に配慮した川づくりに関する調査研究』

の総括を発表しました。 

 

Ⅳ．建設技術講習会への参加 

岐阜県立恵那農業高等学校 環境科学科１・２年生６７名を対象に、

『地域を守る建設業～防災と豊かな自然との共生のために～』とい

うテーマで講習を行いました。高校生に対しわかりやすく、建設業



が地域の安全や環境を守るために大いに活躍し、大切なやりがいの

ある仕事であることを強調して、建設業という進路を積極的に検討

するべく講習を行ってまいりました。 

 

安全・環境委員会 

１．活動方針 

社会基盤整備・維持管理の担い手として、労働安全・環境の改善策の提

案・指導、意識の向上及び自然環境問題への対応・改善を目的に活動致し

ました。 

  

２．活動内容 

Ⅰ．安全環境パトロールを実施 

安全対策、省資源・省エネルギーへの取り組み、環境汚染の防止対

策、自然環境への取り組み等をチェックシートに基づき指導・改善

を行いました。 

 

Ⅱ．合同安全講習会に参加 

労働災害の防止についての研修を行いました。 

 

Ⅲ．各種環境フォーラム等への参加 

びわ湖環境ビジネスメッセ２０１７及び建設技術フェア２０１７ 

in 中部への研修会を実施し、安全・環境対策の知識向上を図りまし

た。 

 

Ⅳ．建設技術講習会への参加 

岐阜県立恵那農業高等学校 環境科学科１・２年生６７名を対象に

『現場における安全と環境に対する取組み』というテーマで、講習

を行いました。 

 

   Ⅴ．技術発表会（当協会主催）への参加 

『現場における安全と環境に対する取組み』の発表を行いました。 

 

 



   Ⅵ．研究発表会（岐阜社会基盤研究所主催）への参加 

各構成団体が行った研究成果にて知識の向上を図りました。 

 

企画広報委員会 

１．活動方針 

各委員会における研究・開発の成果を研修会等の企画・開催をすることに

より建設産業の役割、地域の基盤整備に貢献・社会のニーズに応えるべく活

動をしてまいりました。 

また、公益法人としての事業目的の一つとして「学校関係者及び生徒に

建設技術の素晴らしさを広く学ぶ機会を創出する」ことの趣旨に則り、各

委員会から建設系学校に講師を派遣し、建設技術講習会の開催をしました。 

 

２．活動内容 

Ⅰ．技術発表会（当協会主催）への参加 

平成２９年８月２９日にサンレイラ岐阜において開催された技術発

表会へ参加しました。 

 

Ⅱ．研究発表会（岐阜社会基盤研究所主催）への参加 

平成２９年９月１４日に岐阜大学サテライトキャンパスにおいて開

催された研究発表会へ参加しました。 

 

Ⅲ．見学会（（公財）岐阜県建設研究センター共催）への参加 

平成２９年５月３０日に、岐阜市西部コミュニティセンターにおい

て開催されたＩＣＴ土工試行見学会へ参加しました。 

（現地見学 （仮称）伊自良川橋下部工工事現場） 

 

Ⅳ．建設技術講習会の開催 

１）平成２９年９月２０日、岐阜農林高等学校 環境科学科２年生

３９名対象に講習会を開催しました。 

講義は、トンネル技術・ダム技術委員会にて実施しました。 

 

 

 



２）平成２９年１１月９日、恵那農業高等学校 環境科学科１・２

年生６７名対象に講習会を開催しました。 

講義は、自然共生技術・安全環境委員会にて実施しました。 

 

３）平成３０年１月２６日、大垣工業高等学校 建設工学科土木選

択２年生２４名対象に講習会を開催しました。 

講義は、下水道技術・橋梁技術委員会にて実施しました。 

 

４）本講義前に「建設業のしくみ」と題し、実社会での【土木工事・

建築工事】、【公共工事・民間工事】等の分類説明、また【発

注機関・設計会社・施工会社】の係わりを分かり易い言葉で説

明しました。 

 

Ⅴ．広報活動の実施 

各委員会の活動・研究成果などを一般の方々へ広く知っていただく

ために、パンフレットの作成・自前のホームページの運用を通じ広

報活動に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


